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はじめに 

ワシントン大学タテウチ東アジア図書館の外

邦図コレクションはおよそ約 7000 点におよぶ。

この外邦図コレクションがどのような経緯でワ

シントン大学にまで到達したかについては、当

図書館日本研究担当司書の田中あずさ氏のレポ

ートに含まれるので、ここでは割愛させていた

だくが、アメリカ合衆国においてはアメリカ議

会図書館、クラーク大学、スタンフォード大学、

カリフォルニア大学バークレイ校、ミシガン大

学に並ぶ規模のコレクションと思われる。アメ

リカ合衆国国内には、わかっているだけで上記

以外に 30 の大学図書館もしくは公共図書館にお

いて外邦図が所蔵されている 1。しかしながら例

えば大学図書館内の地図図書館に一図幅（例え

ば「臺北」図幅ー作成大日本帝國陸地測量部；

昭和 12年： オハイオ州立大学所蔵）として所蔵

されている図幅が外邦図として認識されていな

い可能性もあるので、アメリカ合衆国国内にお

ける外邦図の全体像（所蔵機関、規模など）は

厳密にいうと不明である。 

 

現状 

2020 年 3 月以降、新型コロナウィルスの感染拡

大を防ぐためにワシントン大学図書館では全職

員が自宅からのリモート勤務になり、図書館資

料の閲覧が制限された。2021 年 1 月現在におい

てもその状況は大きく変化しておらず、このよ

うな状況下で、外邦図ももちろん実物を確認す

ることはできない。しかし、幸いなことに完成

間近の外邦図インベントリーシートが既にあっ

たため、それを田中氏より Google Drive にて共

有してもらい、それを基にしてカタロギングを

始めることにした。最初に行った作業は、2020

年 8 月から 9 月まで大学院生のアルバイトに

個々の図幅の書誌情報が WorldCat2内にすでに存

在するかどうか OCLC Connexion3を使い探して

もらい、存在した場合その書誌情報がそのまま

当館の図書館目録に使えるかどうかを確認する

ことである。作業を担当した学生は、幸いにも

日本語が堪能なだけでなく、漢字の知識も豊富

で、読み方の不明な地域名の現地の読み方を推

測することができ大いに助けられた。 

ここで WorldCat と OCLC Connexionについて

簡単に説明をしておきたい。WorldCat は、アメ
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リカ合衆国オハイオ州に本拠を置く非営利団体

の OCLC (Online Computer Library Center)が運営

する国際的なオンライン図書総合目録で、参加

館の所有する書誌データをデータベース化しア

クセスを可能にしている。参加館では書誌作成

担当者が OCLC の Connexion というソフトウェ

アを使って書誌レコードを作成し WorldCat にア

ップロードしたり、また、個々機関のオンライ

ン目録システムに書誌レコードをダウンロード

をすることができる。したがって、OCLC 

Connexion 内で該当する書誌レコードがあれば、

それを利用し、なければ作成してデータを提供

する。 

 

取り組んだこと 

プロジェクトの第一歩は OCLC Connexion内で

の書誌レコードの検索である。検索方法は、検

索画面において、例えば「ti(title):満州十万分一

圖 奉天 mt(material):map  la (language): jpn」とい

う複数の検索ワードを使い、なるべく検索結果

を絞るようにし、得た書誌レコードの ID 

number(OCLC #)をインベントリーシートに記入

していった。外邦図の書誌項目には、タイトル

（地域名）、出版年の他に、大きさ、縮尺、色

数、緯度経度、測量機関、測量方法、測量年、

出版機関、AMS (Army Map Service)ナンバー、軍

事機密レベルなどがあるが、検索するのに重要

なのはまず主タイトル、出版年である。しかし

検索結果が複数になることも多く、そこからカ

タログ言語が英語のもの（カタログ言語には日

本語など英語以外のものもあるが、アメリカ合

衆国では英語のものを使用する）「出版年」が

ワシントン大学所蔵のものと一致したものを抽

出した。なかには、「出版年」が一致しないも

のもあったが、その場合はその旨を付しておく

ことで、後に新たな書誌レコードを作成する際

の参考にするために記録をした。また、理由に

ついては後述するが、さらにその中からスタン

フォード大学が作成した書誌レコード、もしく

は作成はしていないがその書誌レコードの図幅

を同機関が所有しているものを優先して選んだ。 

書誌レコードの中で 505 フィールドは、

「Contents Note (レコード内のコンテンツのリス

トを記入できる）」情報を入力するところであ

るが、主タイトルを「地域名２（セットもしく

はシリーズ名）」で作成した書誌レコードには、

この 505 フィールドにその地域内の地名が掲載

されている。例えば、アメリカ議会図書館が作

成した「主タイトル：満州十万分一圖 奉天」の

書誌レコード（OCLC#1041193717）の 505 フィ

ールドは「-- 15. 撫順.」となっていて、これは

「奉天」という地域内にある「撫順」という地

名の図幅があることを示している。この「満州

十万分一圖 奉天」シリーズは、アメリカ議会図

書館以外には所蔵している機関がなく、アメリ

カ 議 会 図 書 館 が 書 誌 レ コ ー ド

（OCLC#1041193717）に、「奉天」内の「撫順」

の図幅のみを所蔵情報として入力したというこ

とである。ワシントン大学のインベントリーシ

ートを見てみると、当館では「奉天」には「撫

順」以外に 18 の地名の図幅を所有している。そ

こで、私たちはこの書誌レコードの 505 フィー

ルドに、ワシントン大学所蔵の図幅の地名を追

加し OCLC Connexion 内に保存していった（図

1）。そうすることで、他機関がカタログする際

の汎用性を高めることを試みる。 
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図１（OCLC#1041193717 に当館所蔵の「15. 撫順」以外の図幅を 

505 フィールドに追記して保存した書誌レコード） 

 

同時に、将来的に他機関所蔵の外邦図コレクショ

ンとコラボレーションをすることを念頭に、まず

スタンフォード大学のコレクションと比較しワシ

ントン大学が所有しているが同大学が所有してい

ない図幅をチェックしていった。その際にスタン

フォード大学のインデックスマップ 4（例：満州十

万分一図）を利用したが、まずスタンフォードで

独自に付与されているナンバリングシステム（E-

6-02など）を理解するのに時間を要した。また同

大学が所有していない図幅（赤枠部分）（図 2）

を確認しなくてはならなかったが、同大学のイン

デックスマップには当然その地名が記載されてい

ないので、その地名を探し出すのに国立国会図書

館のインデックスマップ 5が大変参考になった。

また、東北大学のデジタルアーカイブ 6を使って

地域名２（エリアもしくはシリーズ名；同アーカ

イブでは「記号」）と図幅名の関係を確認できた

ことで、実物の図幅を見ることができない環境で、

外邦図が網羅する地域を俯瞰的に理解することが

できた。 
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図 2（スタンフォード大学 SearchWorks:満州十万分一図インデックスマップ） 

 

課題 

まず、OCLC Connexion内で主タイトルを検索ワ

ードにして書誌レコードを探す場合、各々の機関

の図幅所有事情が違うので、例えば、ある機関が

ある地域のある一地名の図幅のみを所有している

場合、その一地名を主タイトルにして書誌レコー

ドを作成する可能性が大きくなる。しかし、別の

機関がシリーズで書誌を作成した場合、同じ地名

の情報を含む別のレコードが存在することになる。

また、例えば図幅の地域名が「尼伯都訥 3号」と

「西五行北七段尼伯都訥 3号」では別の著作とし

てそれぞれの書誌レコードが作成される可能性も

ある。次に、主タイトルが一致しても、出版年が

違っているケースが外邦図には多く見られる。出

版情報（出版地、出版社、出版年）が違うものは

基本的に新たにレコードを作成することになって

いるのでさらにレコード数が増えてくる。このよ

うに、現在ある書誌レコードの中からワシントン

大学が所有する図幅と一致するレコードを探し出

す作業は非常に煩雑である。また、書誌情報とし

て出版年の他に、測量機関、測量年、製版年、色

数、測量方法（航空図かどうか）、経緯度等、今

後MARC から他のメタデータスキーマに変換する

際に有用な情報を盛り込むことも重要である。し
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たがって、同じ図幅名でも、機関によってはそれ

らの情報が異なることもありうる。それらの情報

をひとつひとつ精査しなくてはならないので、単

純な書誌レコードのコピーで済む割合の方が少な

いであろう。 

また、505フィールドのローマ字欄に記入する地

名の読み方を、現代語読みにするか、当時の読み

方にするか、という問題もあるが現在は漢字のみ

を記入している。 

 

まとめ 

外邦図はアメリカ合衆国国内の多くの機関で所蔵

されている。その中には日本国内の機関には所蔵

がないものも多くある。しかし、残念ながらその

ようなコレクションの整理は発展途上である。ま

た、スタンフォード大学のように外邦図をデジタ

ル化し公開、情報を発信している機関もあるが、

利用者は各コレクションに個々にアクセスをしな

くてはならない。したがって、書誌レコードを

WorldCatに登録し、そこから各機関の OPACへリ

ンクさせることで情報の一元化、可視化を進める

ことは意義のあることだと考える。そのためにワ

シントン大学でも書誌レコードの作成を進めてい

き、他の外邦図所蔵館に利用してもらうこと、ま

た外邦図書誌レコードフォーマットのようなもの

を作成して新たに書誌レコードを作成する場合の

作業の簡易化ができれば他の機関でのカタログ作

業がはかどるのではないかと考える。さらに言え

ば、将来的には各機関のそれぞれの外邦図のデジ

タルコレクションなどをひとつに集められるよう

なハブ的なプラットフォームがあれば網羅的に検

索が可能になり、利用者にとってより使いやすく、

また研究対象としての外邦図の利用機会も高まる

ことが期待できる。 

最後に、ワシントン大学のインベントリーシー

トの完成のため、また実物を確認しなくては質の

高い書誌レコードを作成できないため、一日も早

い新型コロナウィルスの収束と図書館の開館が待

たれる。 
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